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西村証券 企業調査情報                2026/07/14 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

たけびし（コード 7510） 
◆通期業績推移(連結)（27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 101,355 3,736 156.6 62.0 6,083 ▲84 ▲4,422 8,055 

25.3 100,965 3,426 166.2 62.0 1,819 ▲95 ▲1,310 8,762 

26.3 109,862 4,084 184.6 72.0 2,981 ▲1,804 ▲1,158 8,850 

27.3予 113,000 4,310 193.2 80.0 － － － － 

◆各決算期の中間期業績推移(連結)（27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 50,338 1,969 88.7 29.0 3,198 ▲16 ▲1,613 8,051 

25.3 47,598 1,425 86.1 29.0 ▲251 102 ▲603 7,567 

26.3 52,238 1,975 94.0 33.0 1,883 ▲286 ▲783 9,285 

27.3予 55,300 1,840 82.4 35.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

インド向けデバイス・医療ビジネスなどがけん引、27/3 期も増収増益見通し 
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26 年 3 月期は、インド向けデバイスや医療

ビジネスなどがけん引役となり、売上高は前年

比 8.8％増、営業利益は 19.2％増となった。成

長戦略に基づく事業拡大やM&A実施によって

収益性が向上し、売上高営業利益率は 3.7％（前

年は 3.4％）に上昇。また、すべてのセグメン

トで、売上高、営業利益とも中間期時点での予

想を上回る結果となった。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）において、

現金及び現金同等物の当期末残高は88億5,000

万円（前年比 1.0％増）となった。営業活動 CF

は、税金等調整前当期純利益 44 億 4,800 万円

（4.2％増）、法人税等の支払額 18 億 400 万円

（18.3％増）などから、29 億 8,100 万円の収入

（63.9％増）となった。投資活動 CF は、有価

証券の取得による支出 7 億円（前年は無し）、有

形固定資産の取得による支出 6 億 7,100 万円

（564.4％増）、無形固定資産の取得による支出

3 億 3,600 万円（94.2％増）などから、18 億 400

万円の支出（前年は 9,500 万円）に。財務活動

CF は、短期借入金の純減額 3,000 万円（87.8％

減）、配当金の支払額 10 億 5,700 万円（6.7％

増）などから、11 億 5,800 万円の支出（11.6％

減）となった。 

インド向けデバイス・医療ビジネスなどが業績貢献 

CFで期末の現金及び現金同等物残高は微増 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

事業セグメント別の数値（単位・億円）は、売

上高で産業機器システム 396 億円（2％減）、半

導体・デバイス 381 億円（14％増）、社会・情報

通信 322 億円（18％増）に。営業利益は、産業

機器システム 19.2 億円（2％減）、半導体・デバ

イス 8.5 億円（51％増）、社会・情報通信 13.1 億

円（45％増）となった。 

産業機器システムでは、装置システムが伸び

たものの、FA 機器や産業メカトロニクスが減少

した。半導体・デバイスでは、デバイスにおいて

インドでのインフラ機器や車載関連向け電子部

品が堅調に推移し、半導体では海外でのパワー

半導体などの需要増や、一部顧客からの要望に

よる一括納入対応により増収となった。社会・情

報通信では、中四国エリアへの商圏拡大を背景

に放射線がん治療装置や診断装置が好調に推移

したほか、防衛関連で非破壊検査装置が伸長。IT

で Windows10 サポート終了に伴う更新需要を

背景に OA 機器が増収となった。 

27 年 3 月期は、産業機器システムや半導体・

デバイスの伸びなどにより、売上高が前年比

2.9％増、営業利益は 5.5％増の見通し。 

事業セグメント別予想（単位・億円）では、売

上高が産業機器システム 426 億円（8％増）、半

導体・デバイス 388 億円（2％増）、社会・情報

通信 316 億円（2％減）。営業利益が産業機器シ

ステム 20.8 億円（8％増）、半導体・デバイス 11

億円（30％増）、社会・情報通信 11.3 億円（14％

減）となっている。産業機器システムが増収増

益に転じ、半導体・デバイスが引き続き増収増

益の一方、前年に電子医療機器の更新需要が集

中した反動などから社会・情報通信は減収減益

となる見込み。 

半導体・デバイスと社会・情報通信が増収増益に貢献 

27/3期は前年に続いて増収増益の見通し 
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